
2Mp

被　　服

３ 分散染料吸着によ

共立女大家政○田村奈巳

〔(社) 日本家政学会

る合成繊維の物性変化につい

酒井哲也、放送大酒井豊子、物質研

て

中山和郎

目的　　繊維に及ぼす染゜色処理の影響について、主に力学的特性の変化を通して検討する。

霊験方法　ナイロン６の市販マルチフーイラメント糸及び延仲倍率の異なるナイロン６、Ｐ
Ｐモノフィラメント糸に分散染料を用いた染色処理'を施して試料とした。これらの試料に
ついて、引張試験、動的粘弾性、結晶化度、比熱4　その他一般的な繊維の性質を測定した。

結果・考察　強伸度曲線におよぼす染色の影響は、ナイロン６、ＰＰともに、延仲倍率の
高い試料により明瞭に現れる傾向がみられた。ただ、ナイロン６の場合には、第１降伏点
および第2降伏点が高強度側へ移動するという効果が見られるが、ppにおいては、第1
降伏点が低強度側に、第２降伏点が高伸度・高強度側へ移動するという効果が示された。
ナイロン6においては数的粘弾性測定により、染色処理試科はガラス転移領域のE 'の低
下が抑制されていることから、染色処理試料には多くの分子間架橋が形成され、この結果

として強伸度挙動の高強度側への移動を生じたものと考えられる。またppでは、染色処
理試料のガラス転移領域におけるE'の低rと結晶分散領域のE″ピークが高温側へ移動
することから、染色により非晶域がより緩和し、さらに結晶の欠陥を減少させるような構
造変化を起こしていることが推測され、強伸度曲線の変化傾向はこのような構造的｡変化に
対応するものと思われる。収縮率における､’染色処理の影響ば、繊維の種類や延仲倍率に
より異なり、ナイロン糸では染色処理試料の収縮率が熱水処理糸のそれよりも小さいが、

ＰＰでは前者が後者より大きくなり、Ｘ線回折の結果から、実験の範囲では染色処理の影
響は結晶構造および結晶配向に大きな変化をもたらさないことなどがわかった。これらの
変化は、強伸度挙動の変化とおよそ対応するものと考えられる。
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　目的　革は部位による性状そして面積が異なるため、型入れは一枚一枚手作業で行なわ
･れている。発表者等の輸入革衣料の調査1)では、型入れに起因する外観上の欠点が多く認

められ､低価格品は歩留りをあげるために様々な方法で型入れしている現状が明らかとな

った。本研究では型入れ部位と方向を組み合わせたタイトスカ‥トの着用試験を行い、型
くずれにおよぽす型入れ方法の影響についてとりまとめた。

　方法　試料は成牛革を用い、試料革の肩部、背中央部、腹部の3部位に型入れし､それぞ
れの部位より1着のスカートを製作した。型入れ方向はたて方向(背線に平行)とよこ方

向(背線に垂直)の2方向とした。縫製は畜種に適した縫製条件2)により革服製造メーカ
ーが行なった。着用試験は18才から23才までの5人の被験者が行ない、着用期間は1992年

10月から1993年3月迄、1着当たり300時間着用した｡､着用前後およびクリーニング後のス

カートについて外観検査、収縮率、シームパッカリング、KESの圧縮試験を行なった。

　結果　着用後は、肩部と腹部に型入れしたスカートの収縮率が大きく、型入れ方向では
たて方向の変化が著しかった。型くずれは、型入れ部位と方向にかかわらずスカート丈は

収縮し幅は伸びる傾向が認められた。特に試料革腹部にたて方向に型入れした場合の裾幅

の変化が大きかった。シームパッカリングは、着用後スカートめ前中心において低下が認

められ、特に試料革の背中央部によこ方向に型入れした場合に著しかった。着用後のスカ
ートをドライクリーニングすることにより、全体的に収縮する傾向が認められた。

Ｄ日本家政学会誌、43.63~73(1992)、2)日本家政学会誌、44､1057～1064(1993)
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